












要約:悪性腫瘍を除く小児慢性疾患患者の生活の実態、受診に伴う時間的、経済的負担、看

護介助の問題及び、家族の悩みの調査を行った。適用基準の違いによる患者数の差が目だ

った。内分泌疾患、代謝異常では、時間的負担が、ぜんそくでは金銭的負担がかかってい

る様子がうかがえた。学校を欠席するものが多く、学校での生活制限を受けているものも

少なくなかった。同胞の扱いなど家庭内の問題を持っているものもあった。公費負担制度

についてこれまで知らない者が半数以上あった。 


